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 富山大学の立地する富山市は、コンパクトシティへの取り組み等が評価され、環境未来

都市に選出されるなど、環境都市として国内でも最も有名な都市のひとつですが、必ずし

もその本来の姿が認識されていない現状があります。環境都市・とやまの現状やその将来

を支える県内発の先進技術を分かりやすく紹介して、この地域が持つ環境都市としてのポ

テンシャルの理解を深め、「住みたい街とやま」として現状と課題を整理し、将来の富山に

ついて皆さんと一緒に考えることを目的に、環境シンポジウムを開催いたしました。

 このシンポジウムは、富山県全体を事業協働地域として、若者の地元定着の向上を目指

し取り組んでいる「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」の推進の一環と

して企画したものです。

1.開会挨拶

富山大学長 遠藤 俊郎

 本シンポジウムは、富山県の高等教育機関をは

じめ産学官が協働で取り組んでいる「地（知）の

拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」の

一環として開催させていただくものです。

 ご存じのとおり、富山市は環境未来都市に認定

されており、富山市におけるさまざまな活動は、

住んでいるわれわれが思う以上に全国の中では非

常に進んだ、未来を志向したものだと思っています。今日は、そのような前提で多くの講

演やパネルディスカッションを楽しんでいただけたらと思います。

 先般、小池百合子東京都知事が「希望の塾」を開いたとき、「皆さんが生きるこの地球に

は何でもある。ないのは希望だけだ。」と言われておりました。富山県には森、里、川、海

があるのは当然ですが、これらをなくさないで、われわれの新たな未来の都市をつくらな

ければいけないと思います。今日は皆さんと意見を交わしながら、有意義な時間を過ごせ

ればと考えております。最後に、ご準備いただいた関係各位に感謝を申し上げます。




